
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
 

  
 

「アベルの責任」 

 

16 神様が願う観点に立脚して生きた人がど

れほどいるでしょうか。ときには個人的に感情

を害し、食口に対して鬱憤（うっぷん）を晴らし

ながら、言いたいことをすべて言う人を見かけ

ます。 兄弟関係において先に出てきた人が、

カインの立場にいることを知らなければなりま

せん。アベルになるためには、カインを救って

おかなければならないのです。カインを救って

おかなければ、アベルになれません。復帰され

た長子の立場になれないのです。アベルは、復

帰された長子の立場です。結局は、長子の位置

にいるのです。 

そのようにするためには、世の中にいるカイ

ン、すなわちサタン側にいるその兄を復帰しな

ければならないのです。復帰するのですが、無

理やりたたいて復帰するのではなく、自然屈

伏させなければなりません。新しい世界観を見

せてあげ、新しい国家観、新しい生活観、新し

い未来観、新しい人格観、新しい血統、新しい

心情を見せてあげなければなりません。何か

違う姿を見せてあげなければならないという

のです。 

 

17 アベルは、カインのために死ぬことができ、

生命をすべて捧げられる立場に立たなければ

なりません。そのようにしなければ、カインがア

ベルの前に絶対屈服しないのです。カインのた

めに代わりに死ねる立場に立ってこそ、帰って

いくことができるのです。ですから、イエス様

の教えの中に、「自分の命を救おうとするもの

は、それを失い、それを失うものは、保つので 

ある」(ルカ１７/33)というみ言があるのです。

このみ言は、アベルにも適用され、カインにも

適用されます。アベルがカインを救おうとすれ

ば、自分の命を惜しんではなりません。そのよ

うにしなければ、カインを救うことができない

のです。また、カインがアベルに従っていこうと

すれば、死を覚悟しなければなりません。その

ようにしなければ、従っていくことができない

のです。 

 

19 蕩減の道は、誰が行くのでしょうか。カイン

が行くのではありません。アベルが行かなけれ

ばなりません。涙を流すにしても、先に流さな

ければならず、おなかがすくにしても、先にす

かなければならず、悪口を浴びるにしても、先

に浴びなければならず、むち打たれるにして

も、先に打たれなければなりません。そのよう

に蕩減の道を行くのです。 

一人の人が入ってきたとすれば、その人を導

いていけるように責任をもたなければなりま

せん。夜を徹してその人の過去を聞いてあげ、

父のような立場で相談に乗ってあげ、涙を流し

てあげ、祈ってあげなければなりません。帰る

ときには、心配でその家の前まで連れていって

あげ、また朝になれば心配になり、その家の前

に行って待っては会う、このようなことができ

なければなりません。 

結局は、誰よりも人を好きになる人間になら

なければならないのです。カインを一番好きに

なる人にならなければなりません。そうしてこ

そ、その人が「私」の後ろにしっかりとついてく

るのです。蕩減の道についてくるのです。その

ようにして蕩減の道を行かなければなりませ

ん。 
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